（様式１）

下水道革新的技術の実証テーマ等提案書
令和３年○○月○○日
	技術テーマ
	

	特に提案を求める技術項目

（公募①②のみ）
	※公募①－１、①－２及び公募②において、別紙１に示す技術に該当する場合は１～７を記入（記載例「１　省エネやCO2削減など脱炭素化につながる技術」）し、該当がない場合は、「該当なし」と記入。（公募③の場合は、記入不要。）

	技術開発分野
	※下水道技術ビジョンにおける1～11及び中期目標を記入
（該当技術開発項目が無い場合は、「その他」と記入。）
※関連する項目を全て記入して下さい（複数回答可）。

	公募分類
	※以下の公募分類を記入するとともに、今後の見通し、開発希望を簡潔に記述する。
①－１：「令和４年度B-DASH実規模実証テーマ（革新的技術）」
直ちに実規模で実証できる段階にあり、下水道事業に新たな付加価値を創造するなどの革新性の高い技術

①－２：「令和４年度B-DASH実規模実証テーマ（普及推進技術）」
有効技術であるものの、現状その普及展開が十分でないが、適用性の拡大、性能向上等の改善または普及展開上の技術課題解決によって、更なる普及展開が期待され、下水道事業の効率化等に資する技術

②：「令和４年度 FS調査テーマ」
実規模実証の前段階として、導入効果などを含めた普及可能性の検討や技術性能の確認を行う段階にある技術
③：「中長期的な技術開発テーマ」
下水道技術ビジョンのロードマップに掲げられた技術開発項目のうち、概ね５～６年以内にB-DASH FS調査や他の研究開発事業（下水道応用研究、NEDO事業等）により実用化研究の段階に到達することが見込まれる要素技術等が含まれるもの。

下水道技術ビジョンのロードマップにおける該当技術開発項目等が無い場合については、ロードマップへの追加希望についても提出可能。※ロードマップへの追加希望の場合は、「ロードマップへの追加希望」と明記して下さい。

	提案者
	※複数の主体が連携した提案についてはすべての主体を明記するとともに、代表となる提案者に◎を付す。

	担当者

連絡先
	担当者の所属：
氏名：
電話番号： 

ファックス番号：

メールアドレス：

※複数の主体が連携した提案については取りまとめ担当者を記す。


＜留意事項＞
・技術内容が分かる様、極力具体的に記載すること。
・適宜、図表等を用い、分かりやすい内容とすること。
・必要に応じ、参考資料を添付すること。

・公募③の内、ロードマップへの追加希望の場合は、本様式は１枚目の作成のみで構わない。

１．提案テーマの目的
	※下水道事業が抱える課題（提案テーマの達成によって課題がどう解決されるのか）、
普及展開の必要性　等を記載

※下水道技術ビジョンのロードマップに掲げられた技術開発項目のうち、当面の技術目標（5年後）や中期技術目標（10年後）等のどこの部分に該当するのか、またどのように寄与するのかを具体的かつ明確に記載すること。関連する項目を全て記入して下さい（複数回答可）。

※上記に当てはまらない場合であっても、国の施策展開にどのように有益となるかを具体的かつ明確に記載すること（例えば、加速戦略の○○の部分に該当し、××に寄与する等）。


２．期待される効果
	※テーマを達成した場合、地方公共団体において期待される効果等を記載
　老朽化対策、浸水・地震対策、省エネ、創エネ、コスト縮減等の下水道事業が直面する課題の解決に貢献できるか。

　経済面…設備の建設費及び維持管理費の削減※、作業効率の向上による省力化※　等

　　　　　

環境面…温室効果ガスの削減※、電力使用量の削減※　等

　社会面…防災機能の強化（情報共有化、情報の見える化、自助共助の促進システムの構築）
等
　※従来技術との比較による効果をできる限り定量的に記載。比較対象範囲を次ページの《比較表例》と整合させるとともに、できる限り根拠を明確にすること。


３．テーマを達成するために想定している具体的技術
	※以下の内容について記載
①技術の概要
②開発経緯（どの要素技術がどの程度確立※されており、実機へのスケールアップのために、現段階がどのレベルにあるのかを明確に記載すること。）
※ラボレベル若しくはパイロットプラントレベルでの実験か、それらをどの規模（処理量等）で実施したか、どのような試料（下水汚泥の性状等）で実験を行い、どういったデータが得られているかなど具体的に根拠を記載すること。

③革新性（従来技術との比較）

　比較表例を参考に記載。

④実証等内容（何を実証・調査するのか、実証・調査を通して何を明らかにすべきかを具体的に記載すること。なお、公募①－２の場合は現状普及展開が十分でない有効技術の概要と適用性の拡大、性能向上等の改善事項・方法または普及展開上の技術的課題や解決方法がわかるよう記載すること。）　【注意】公募③は作成不要。
《比較表例》

　※比較対象範囲を明確にすること。
従来技術

提案技術
・
・
・
・
・

・（従来技術と比べて何が革新的なのか）を簡潔に比較・記載すること。

・
・

・
・

【技術のフロー図】
【技術のフロー図】




４．普及展開の可能性
	※想定している技術の普及展開の可能性等を記載

　多くの地方公共団体に共通するテーマであるか。

普及範囲…対象となる処理場等の数　等

関心度…地方公共団体の関心　等













